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お知らせします　　8

6月30日（木）
第１期商工会費
口座振替日

現金納入締切り日

源泉所得税納付個別指導
平成28年7月6日（水）〜8日（金）
本支所にて行います。

7月11日（月）
源泉所得税　納付期限

　７月12日(火)　10:00　本所　　　一日金融公庫
　７月22日(金)　　　　　三川支所　会員交流ビアホール

出羽商工会の今後の予定、動き

■西部センターより

　６月15日(水)　11:00　羽黒支所　羽黒支部第１回運営委員会
　６月17日(金)　18:30　櫛引支所　櫛引支部工業部会総会
　６月16日(木)　17:30　櫛引支所　櫛引支部第１回運営委員会
　６月17日(金)　15:30　朝日支所　朝日支部第１回運営委員会
　７月２日(土)　13:30　鶴岡駅前　庄内酒まつり2016東部センター会員交流会
　７月15日(金)　10:00　櫛引支所　一日金融公庫
　７月22日(金)　17:00　羽黒コミュニティセンター　はぐろ夏祭り
　７月23日(土)　17:30　すまいる前　2016あさひ夏まつり（朝日支部会員交流会）
　７月29日(金)　17:00　櫛引総合運動公園　くしびき夏まつり2016
　７月30日(土)　17:00　月山ダム管理所　月山ダムの集い

■東部センターより

　６月11日～６月26日　 あつみ温泉　バラ園まつり
　６月18日(土)　　　　  鼠ヶ関　　　イカ祭り
　６月25日(土)　　　　  あつみ温泉　せせらぎの能
　７月14日(木)　13：30  温海支所　　一日金融公庫

■南部センターより

　５月26日、ホテルメトロポリタン山形にて、山形県商工会連合会平成28年度総会が開催され、

当会会長の上野隆一氏が副会長に選任されました。「兄とも思う、小野木県連会長を補佐しながら、

県商工会の発展に徴力を尽くしたい」と意欲を語りました。

上野隆一会長が山形県商工会連合会副会長に就任

　
　

当
社
は
、
本
気

で
農
業
を
考
え
、
農

地
の
集
積
に
よ
る
効

率
的
な
利
用
、加
工
・

製
品
化
に
取
組
む
生

産
・
販
売
の
構
築
を

つ
や
姫
10
㎏（
5
㎏
×
2
袋
）＋
つ
や
姫
パ
ッ
ク
ラ
イ
ス

（
1
5
0
ｇ
×
4
個
）が
入
っ
た『
つ
や
姫
セ
ッ
ト
』

　
　
　
　
　

目
指
す
た
め
農
業
法
人

　
　
　
　

と
し
て
平
成
21
年
に
創
業

　
　
　

し
ま
し
た
。

　

食
の
安
全
や
環
境
保
全
に
取
り
組

む
農
場
に
与
え
ら
れ
る
J
G
A
P
認

証
を
取
得
し
、
安
全
な
農
作
物
を
提

供
す
る
よ
う
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

　

お
米
の
精
米
販
売
は
も
ち
ろ
ん
、
レ
ン
ジ
で
温
め
手
軽
に
炊
き
た
て
の

よ
う
な
ご
飯
が
味
わ
え
る
パ
ッ
ク
ラ
イ
ス
も
販
売
し
て
お
り
ま
す
。
つ
や

姫
10
㎏（
5
㎏
×
2
袋
）＋
つ
や
姫
パ
ッ
ク
ラ
イ
ス（
1
5
0
ｇ
×
4
個
）が

入
っ
た『
つ
や
姫
セ
ッ
ト
』が
人
気
で
す
。
甘
み
・
旨
み
・
ツ
ヤ
に
優
れ
た

庄
内
産
つ
や
姫
を
是
非
ご
賞
味
下
さ
い
。
お
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

注
文
を
承
っ
て
お
り
ま
す
。

す
こ
も
こ
編
集
室
よ
り

●
株
式
会
社
ま
い
す
た
ぁ
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U
R

L

：http://w
w

w
.m

istar.co.jp

今
年
度
よ
り
出
羽
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

い
た
し
ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
か
ら
も

佐
藤　

楓　
　

佐
藤
里
香　
　

眞
田
奈
巳　
　

長
南
美
香　
　

難
波
玲
子

保
科
友
希
恵

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
会
報
と
共
に
、
会
員
企
業
、
会
員
、
出
羽
商
工
会
事
業
、

組
織
を
紹
介
し
、
人
と
組
織
、
人
と
人
を
繋
ぐ
、
ひ
と
つ
の
大
き
な
パ
イ

プ
と
し
て
、
わ
か
り
や
す
く
、
最
新
の
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
U

RL　

http://w
w

w
.dew

a-shokokai.com

　

昭
和
41
年
櫛
引
町
黒
川
に
て
創
業
し
た

秋
山
板
金
工
業
所
。
屋
根
工
事
、
外
壁
板

金
工
事
を
中
心
に
庄
内
一
円
の
仕
事
を
手

掛
け
て
き
た
。
社
員
は
10
名
。（
現
在
は
、

鶴
岡
市
斎
藤
川
原
に
移
転
）
20
代
か
ら
40

代
ま
で
の
若
い
世
代
の
会
社
で
あ
る
。

　

近
年
、
住
宅
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
た
お
客

様
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
口
コ
ミ
で
業
者

を
調
べ
、
自
分
の
家
に
合
っ
た
機
能
や
資

材
を
選
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
う
し

た
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
昨
年
小

規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
を
申
請
。
他

の
業
者
に
先
駆
け
て
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
立
ち
上
げ
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は

施
工
例
や
採
用
情
報
を
掲
載
し
た
ほ
か
、

社
員
の
ひ
と
り
ひ
と
り
を
丁
寧
に
紹
介
し

た
。
こ
う
し
て
情
報
発
信
し
て
い
く
こ
と

で
若
い
世
帯
に
も
認
知
し
て
い
た
だ
き
、

安
心
し
て
仕
事
を
依
頼
し
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

秋
山
板
金
工
業
所
の
経
営
方
針
は
「
誠

意
と
創
意
」。
今
ま
で
培
っ
た
技
術
力
を

い
か
し
、『
外
装
の
プ
ロ
』
と
し
て
こ
れ

か
ら
も
技
術
と
信
頼
を
追
求
し
て
い
く
。

出
羽
商
工
会×

㈲
秋
山
板
金
工
業
所

三
川
町
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
と
し
て
も

人
気
が
あ
る
「
つ
や
姫
セ
ッ
ト
」

今

㈲秋山板金工業所　社長 秋山　勝さん（中央）、専務 秋山直樹さん（右上）、総務 秋山和彦さん（左上）
　　　　　　　　　社員 松浦伸也さん（左下）、山口巧稀さん（右下）
平成27年度 小規模事業者持続化補助金でホームページを立ち上げました。   http://akiyamabankin.jp/

6/13（月）〜7/15（金）
経営実態調査を行います。
職員がお伺いしますの
でご協力お願いします。

　６月17日(金)　19:15　三川支所　出羽商工会青年部「商青塾」



3　　 社員の成長が企業の発展の原動力になります　　2

　

当
社
は
総
合
土
木
・
建
築
企
業
と
し
て
、

平
成
18
年
に
創
業
い
た
し
ま
し
た
。
都
市
型

土
木
を
中
心
に
、
地
域
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

当
社
の
社
員
教
育
は
ま
ず
挨
拶
で
す
。「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
‼
」
の
気
持
ち
の
良
い

言
葉
を
交
わ
し
、大
き
な
声
か
ら
始
ま
る“
す

が
す
が
し
い
朝
”と
、“
立
ち
止
ま
っ
て
挨
拶
”

す
る
こ
と
は
、
普
段
か
ら
の
習
慣
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
自
身
、
お
客
様
だ
け
で
な
く
、

取
引
先
、
社
員
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
大
切

　

私
は
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
整
備
と
営
業
を
経
験

し
た
後
、
父
が
創
業
し
た
大
山
ボ
デ
ー
に
入

社
し
ま
し
た
。
入
社
し
て
ま
ず
取
り
組
ん
だ

こ
と
は
社
員
の
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
て
い
く

こ
と
。
言
葉
で
は
な
く
行
動
で
引
っ
張
っ
て

い
こ
う
と
、
率
先
垂
範
を
心
が
け
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
社
員
み
ん
な
が
主
役
と
な
り
、

お
客
様
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
る
環

境
づ
く
り
が
必
要
だ
と
感
じ
、
ま
ず
自
分
の

想
い
を
成
文
化
す
る
た
め
に
経
営
理
念
を
作

成
。
そ
れ
に
沿
っ
て
組
織
図
を
作
っ
て
役
割

分
担
や
責
任
の
所
在
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
部

［鶴岡地区］
株式会社 誠

せい
朋
ほう
建設

（旧株式会社　庄司建設
 平成28年₆月１日より社名変更）
代表取締役　上野　岩雄さん
　　　　　　Iwao Ueno
昭和24年₉月生まれ 天秤座 Ｂ型
出身　　　　旧朝日村
趣味　　　　ゴルフ
　　　　　　さつきの盆栽

［大山地区］
有限会社 大山ボデー
専務取締役　佐藤　知志さん
　　　　　　Tomoyuki Sato
昭和50年₄月生まれ 牡羊座 A型
出身　　　　鶴岡市大山
趣味　　　　野球

門
ご
と
に
目
標
や
行
動
計
画
の
共

有
を
図
り
ま
し
た
。

　

人
は
役
割
を
与
え
ら
れ
れ
ば
誰

で
も
必
ず
活
躍
で
き
ま
す
。
経
営

者
の
仕
事
は
社
員
の
個
性
を
伸
ば

す
環
境
作
り
。
文
化
や
雰
囲
気
を

変
え
る
の
は
時
間
が
か
か
り
ま
す

が
、
経
営
者
が
本
気
で
取
り
組
め

ば
必
ず
実
現
で
き
ま
す
し
、
自
然

と
経
営
結
果
に
結
び
つ
く
の
だ
と

　

専
務
は
い
つ
で
も
社
員
の
立
場
で
仕
事

の
し
や
す
い
環
境
を
作
っ
て
く
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
日
常
の
言
動
か
ら
も
社
員
を
人

と
し
て
大
切
に
思
い
、
個
々
の
可
能
性
を

試
し
て
く
れ
て
い
る
事
を
感
じ
る
の
で
、

仕
事
で
そ
の
期
待
に
応
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

“
有
限
会
社
大
山
ボ
デ
ー
の
西
村
”で
す
が
、

お
客
様
に
“
西
村
”
を
頼
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
社
員
に
な
る
の
が
私
の
夢
で
す
。

社員の声

整備部門
チームリーダー

　西
にし

村
むら

　辰
しん

也
や

さん

実
感
し
て
い
ま
す
。

　

企
業
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
は
社
会
性
と

地
域
性
で
す
。
私
の
夢
は
『
お
め
の
会
社
が

ら
無
ぐ
な
ら
い
る
ど
困
る
！
』
と
言
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
。
社
員
の
元
気
・
く
る
ま
の
元

気
・
お
客
様
の
元
気
を
繋
げ
て
い
く
く
る
ま

げ
ん
き
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
地
域
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
企
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

変化の激しい今こそ 人財を育てる
　人材育成について、皆さんの事業所ではどのように取り組まれているでしょうか。
　どれだけ素晴らしい経営戦略を立てても、それに共感し、実現へ向かって一緒に突き進んでくれる社員がいな
ければ、企業の成長は難しい。人材育成は、経営者の皆さん共通の課題であると思います。厳しい経営環境の中
で、いかに社員へ教育投資し、経営に貢献する人材（人財）を育てていくかが、これからの企業にとって重要です。
　今回、会員企業３社の経営者の皆様と、社員の方々よりお話をお聞きしましたのでご紹介します。に

、
社
内
の
清

掃
、
片
付
け
等
、

何
に
で
も
率
先

し
て
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中

で
、
当
社
の
社

員
は
、
積
極
的
、

自
発
的
に
先
輩

社
員
を
身
習
い
、

職
場
の
整
理
整

頓
の
徹
底
で
建

設
現
場
で
の
危

険
回
避
や
、
業

　

社
長
は
、
父
親
み
た
い
な
存
在
で
す
。

悪
い
も
の
は
悪
い
と
叱
っ
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
義
理
人
情
に
厚
く
、
困
っ
て
い
る

人
が
い
た
ら
手
を
差
し
伸
べ
る
方
で
す
。

自
分
が
納
得
す
る
ま
で
や
る
、
逆
に
言
え

ば
自
分
が
納
得
し
な
い
こ
と
は
や
ら
な
い
。

そ
れ
が
我
が
社
の
『
社
長
』
で
す
。
そ
ん

な
社
長
の
元
、「
こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
仕

事
を
し
て
い
き
た
い
」
と
思
わ
れ
る
よ
う

な
社
員
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

社員の声

土木部

荒
あら

井
い

　隆
たか

之
ゆき

さん

務
効
率
化
を
高
め
る
こ
と
に

つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

春
は
資
材
倉
庫
の
片
付
け

や
草
取
り
・
秋
は
落
葉
掃
き

や
植
栽
の
管
理
・
冬
は
除
雪

作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
６
月
、
創
立
10
周
年

を
機
に
社
名
変
更
を
実
施
し
、

株
式
会
社
誠
朋
建
設
と
な
り

ま
し
た
。「
誠
」
今
だ
け
で

　

当
社
は
、
主
に
農
業
用
機
械
部
品
、
小
型

建
設
機
械
部
品
等
の
製
作
・
加
工
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
、
Ｈ―

Ｉ
Ｉ
Ａ　

ロ
ケ
ッ
ト
の
部
品
の
製
作
や
、
消
防
訓
練
に

使
用
す
る
火
消
隊
な
ど
自
社
商
品
の
製
造
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

社
員
は
現
在
52
名
。
当
社
の
取
組
と
し
て
、

「
木も
っ

鶏け
い

会か
い

」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、

月
刊
誌
『
致ち

知ち

』
の
記
事
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
た
も
の
を
読
み
、
グ
ル
ー
プ
で
感
想
を

発
表
し
合
う
会
で
す
。
ル
ー
ル
は
、
感
想
に

対
し
て
“
誉
め
る
”
こ
と
。
お
互
い
を
認
め

合
い
、
自
分
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
意
識
を

も
つ
こ
と
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る

効
果
が
あ
り
ま
す
。
木
鶏
会
は
５
年
ほ
ど
続

い
て
お
り
、
話
し
た
こ
と
の
な
い
社
員
同
士

が
話
せ
た
り
、
相
手
の
意
外
な
一
面
が
見
え

［鶴岡地区］
有限会社 畑田鐵工所
代表取締役　畑田　一志さん
　　　　　　Kazushi Hatada
昭和37年₆月生まれ 蟹座 A型
出身　　　　鶴岡市
趣味　　　　黒鯛釣り、
　　　　　　花火鑑賞

た
り
し
ま
す
。

　

技
術
的
な
面
で
も
、
小
グ
ル
ー

プ
で
話
し
合
い
な
が
ら
科
学
的
手

法
で
品
質
を
管
理
す
る
「
Ｑ
Ｃ
サ

ー
ク
ル
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
社
員
が
問
題
点
を
社
長
に

提
示
す
る「
最
前
線
の
声
」と
い
う

取
組
で
出
た
問
題
点
も
、
Ｑ
Ｃ
サ

ー
ク
ル
で
解
決
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
還
流
シ
ス

　

木
鶏
会
は
普
段
あ
ま
り
話
さ
な
い
よ
う

な
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る

の
で
、
毎
回
楽
し
み
で
す
。
私
は
こ
の
木

鶏
会
で
、
本
を
読
む
習
慣
が
つ
き
、
知
識

が
深
ま
っ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。

　

社
長
も
、『
致
知
』を
読
ん
だ
感
想
に
対

し
て
、
赤
ペ
ン
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て

く
だ
さ
い
ま
す
。
自
分
の
意
見
に
対
し
て
、

共
感
し
て
く
れ
た
り
、
誉
め
て
く
れ
た
り

す
る
と
う
れ
し
く
、
や
る
気
が
出
ま
す
。

社員の声

複合加工チームリーダー

五
い が ら し

十嵐　和
かず

也
や

さん

テ
ム
を
成
熟
さ
せ
て
い
き
、
研
究
開
発
部
門

を
設
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

社
員
は
確
実
に
成
長
し
て
い
ま
す
。
大
事

な
の
は
“
人
”。
今
の
自
分
が
あ
る
の
も
、

い
ろ
ん
な
人
の
お
か
げ
で
す
。
今
ま
で
受
け

た
恩
や
善
意
に
報
い
る
た
め
に
、
お
客
様
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
、
世
の
中
に
な
い

必
要
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
作
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

夢
は
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
企
業
！
社
員
ひ
と
り
ひ
と
り
が
主
役
で
す

な
く
、
相
手
の
未
来
を
想
い
、
技
を
尽
く
す

こ
と
。「
朋
」友
と
向
き
合
う
よ
う
に
相
手
の

笑
顔
を
想
い
、
心
を
尽
く
す
こ
と
。
こ
う
し

た
私
ど
も
の
思
い
を
社
名
に
託
し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
支
え
て
く
れ
た
皆
様
に
感
謝
し
な

が
ら
「
至
誠
通
神
」（
偽
り
な
き
誠
実
は
、

必
ず
神
に
通
じ
良
い
結
果
と
な
る
）
の
精
神

で
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
根
ざ
し
た
企
業
を
目

指
し
ま
す
。　

感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に
「
至
誠
通
神
」の
精
神
を
社
員
に
伝
え
た
い

社
員
教
育
を
は
じ
め
て
５
年
。今
、よ
う
や
く
下
地
が
で
き
、更
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
へ
。

地域の子ども達に車やさんの仕事を
知ってもらうための活動も社員が積
極的に行っています。

社員全員で行う草取りは、職場の環境整備につながります。

社員1人1人に声掛けし、状況
確認する社長
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平成26年
創業

記帳継続
支援

創業補助金を活用し
「庄内浜の四季旬魚料理と庄内魚食文化」
を伝えるお店を開業
～食べる楽しみと、庄内浜の地魚の魅力を発信していきたい～

塗装業を主軸とし、
人と地球にやさしい住宅づくりに
取り組みたい

　東京の調理専門学校を卒業後、割烹・料亭、居酒屋等で調理経験
を積み、技術の向上に努めてきました。その後地元に戻り、実家が
経営している飲食店で働く中で、地元の魚のおいしさをもっと知っ
てほしいと思い、平成26年12月に創業しました。開業準備段階で、
経営指導員から創業補助金の提案を受け、一緒に計画づくりを進め、
オープンすることができました。
　鼠ヶ関出身のため、長年付き合いのある仲卸し店や網元から新鮮
な地魚を仕入れることができ、その新鮮さを活かしたお刺身・寿司・
海鮮丼を提供しています。
　庄内浜の魚は、少量多品種なので、旬の時期を見極め、魚種、部
位、素材に応じた調理が必要です。最近では、液体急速冷凍機（ブ
ライン凍結庫）を導入し、春が旬のサクラマスは、水揚げ後すぐに
船上でシメた後、数時間以内に凍結処理する等、鮮度管理にも気を
遣っています。
　お昼の人気メニューは、「海鮮丼」や「にぎり寿司」、お刺身が乗った

「よくばり丼」です。その他、夜の各種ご宴会からご法要まで、お
客様のご要望をお聞きした上で、ご希望に沿った内容でお作りいた
します。
　近頃、家庭で魚をさばくことが少なくなり、魚離れは急速に進ん
でいます。今後は、庄内浜鮮魚にこだわったお店として魅力を高め
ていき、庄内の魚の魅力やおいしさをたくさんのお客様に知ってい
ただきたいです。そしてそれが、魚食文化の発信、庄内浜ブランド
の向上につながればいいと思います。
　住宅街での営業という事もあり、まだまだ認知度は低いのですが、
少しずつ近隣地域の方々のご利用も増えてきています。
　今年で３年目を迎え、もっと多くのお客様からご来店いただくた
めに、積極的に新しいことにチャレンジしていきたいと思います。
　ぜひ、当店にお越しいただき、庄内浜の魚料理をご堪能ください。

　当店は、初代である父が旧松山町の塗装店にて修行。その後、昭
和50年に独立、創業しました。旧櫛引町内の製造会社に勤務して
いた私は、30歳で事業承継するために退社し、父と共に塗装業に
従事。昭和63年に事業承継しました。
　現在は、父から受け継いだ技術を基盤に、事業拡大を視野に入れ、
息子の雄祐、従業員2名と共に頑張っています。また、ＨPでの事
業PRや自ら手書きでチラシを作成し、直接お客様にPRするなど、
営業活動にも力を入れています。
　当店では、子供のいるご家庭やアレルギーを持っている方、また
健康志向のお客様へ、住宅内部塗装への珪

けい

藻
そう

土
ど

を原材料とした塗料
の使用を提案しています。通常の塗料に比較して少々割高ではあり
ますが、使用したお客様からは、空気の清浄はもとより、室内の結
露がなくなったと大変好評をいただいており、うれしい限りです。
　また、最近は県外大手企業からの依頼で、太陽光パネルの取り外
し作業を受注し、県内一円、遠くは米沢市にも出張します。実際始
めたところ、外した後の建物の塗装や板金工事が必要になるケース
も多く、私どもの持っている技術を多く活用する事ができる仕事です。
　平成26年には、息子の雄祐を中心に、一般住宅の断熱ウレタン
吹付工事にも着手しました。この断熱ウレタンは、既存住宅の断熱
効果を高めていくため、省エネ住宅には欠かせません。お客様にこ
のような提案をしたところ、受注は拡大しています。
　今後は塗装業を中心に、住宅に関する多岐にわたる工事を請け負
っていきたいと思います。

　商工会の経営指導員、経営支援員の皆さんには、金融、労務、記
帳等経営全般に対するアドバイスを頂いており、対応が的確で大変
助かっています。
　時には愚痴を聞いてもらうこともある商工会。これからも会員一
人一人の声を直に拾い上げ、困ったときには飛び込める、会員にと
ってより身近な存在であって欲しいと思います。

　佐藤さんは東京の割烹料理店を皮切りに、鶴岡市
内料亭や居酒屋で料理長として幅広く経験を積まれ、
いずれは自分の店を持ちたいとの考えがあり創業補
助金を提案しました。申請にあたっての計画書づく
りから、採択後の着実な計画実行に向けた支援の他、
専門的な課題解決においては専門家派遣事業も活用
しフォローアップに努めています。
　飲食店は開業される方も多いが廃業するケースも
多く大変厳しい業界ですが、これまでの経験と佐藤
さんが持つ漁業者や市場関係者とのネットワークを
活用し庄内浜の魅力を伝えるお店としてがんばって
ほしいと思います。商工会としても定期的な巡回を
通し伴走型支援に努めていきたいと思います。

　私は、平成23年から記帳代行、労働保険事務委託
を通じて行き来させていただいています。書類の提
出等お願いしたことにも職人気質できっちり対応し
て頂き助かっています。
　事業拡大に対する真摯な姿勢は素晴らしく、私も
勉強になります。時に経営方針で息詰まると支所に
来て現在の状況や考えをお話していかれますが、ご
自分の中で既に出ている結論を再確認するためとい
ったところです。
　今後益々事業拡大していけるよう経営指導員と連
携し、支援、提案をしていきたいと思います。

経営指導員より経営支援員より

出羽商工会　経営指導員
佐藤　義和　Yoshikazu Sato

出羽商工会　経営支援員
大沼　竜子　Ryuko Onuma

本日のお刺身盛合わせ　1,400円税別（₂人前）

左から事業主　鈴木肇さん、雄祐さん、
石川敏且さん

［鶴岡地区］
浜の番屋 魚料理 はまゆり
代表　　佐藤　義章さん
　　　　Yoshiaki Sato
昭和48年3月生まれ　Ｏ型
〒997－０８２６
鶴岡市美原町２7-２６
TEL ０２35-６４-８35１
営業時間　昼１１時４5分から１４時まで
　　　　　夜１7時４5分から２3時まで
定休日　　毎週月曜日・日曜夜

よくばり丼1,000円税別（ランチ限定）

カウンターでは、店主が釣った鱸の魚拓を見
ながら、料理とお酒を楽しめます。

［羽黒地区］
スズタケ塗装店
代表　　鈴木　肇さん
　　　  Hajime Suzuki
昭和31年₁月生まれ　A型
鶴岡市羽黒町上野新田字東山２０６
TEL ０２35－６２－４００9
営業時間　₈時から１7時3０分まで
　　　　　（毎週日曜日定休）

環境にやさしい「シリコン塗り」は仕上がり
が綺麗にできるため人気があります。



7　　お知らせします 新会員紹介　　6

特別会員

温海支部

温海支部

羽黒支部櫛引支部

特別会員

三川支部

大山支部特別会員

特別会員

特別会員

羽黒支部

株式会社　ニーズ

マルサン食品

㈲湯の瀬旅館

羽黒佐藤塗装うらやま農園

HEART&PEACE

ラーメン翼

菅原畳店革職人アルティジャーノ

㈱安田組

夢屋

（メール便配達・情報誌発行・デザイン制作）

（商品製造）

（旅館業）

（塗装工事業）（清涼飲料製造業）

（飲食業・移動販売）

（飲食業）

（畳製造業）（革製品製造小売）

（鳶・大工工事業）

（サービス業）

事業主　野口　高志
〒998-0864
酒田市新橋1-13-11
TEL 0234-24-6528

事業主　五十嵐　容子
〒999-7126
鶴岡市鼠ヶ関丙52
TEL 0235-44-2473

事業主　佐藤　秀美
〒999-7202
鶴岡市戸沢字神子谷103-2
TEL 0235-45-2737

事業主　佐藤　一久
〒997-0126
鶴岡市羽黒町野荒町字北田12
TEL 0235-62-2526

事業主　渡部　修一
〒997-0404
鶴岡市下名川字村西205
TEL・FAX 0235-53-3025

事業主　矢木　正人

MAIL heart.peace@i.softbank.jp
HP　　　　 http://heartandpeace.net
TEL 090-2995-8102

事業主　阿部　翼
〒997-1301
三川町大字横山字堤191-5
ショッピングセンターラコス内
TEL 090-2604-6486

事業主　菅原　智広 
〒997-1117
鶴岡市下川字龍花崎36-156
TEL 0235-76-3810

事業主　野村　宏子
〒997-0832
鶴岡市青柳町22-28
TEL 0235-29-2992

営業　早坂　忍
〒998-0112
酒田市浜中字船付場32-55
TEL 0234-91-1055

事業主　野沢　絹
けん

一
いち

〒997-0158
鶴岡市羽黒町松ヶ岡字大高森50-5
TEL 0235-64-8936

庄内地域のDMや会
報の配達と地域情報
誌「ビーク」を発行。

網元直営、新鮮な魚
介類を加工していま
す。今の季節はバイ
貝がオススメ！

伝説の秘湯大露天風
呂と浜仕入れの豪快
な魚料理が自慢です。

お客様のニーズに合
わせた、地元ならで
はの塗装技術で住宅
を美しく、丁寧に塗
装します。

自社で栽培した無添
加の山ぶどう原液と
ジャムの加工・製造
をしています。

茶色のワゴンでクレー
プの移動販売を行って
います。
お持ち帰りでき、お家
でご家族と楽しめます。

ワンコインで食べら
れる昔ながらのあっ
さり醤油味ラーメン
です。ご賞味下さい。

事前予約で日曜・祭
日も営業します。

オーダーメイド服か
ら小物まで革職人が
心を込めて作ります。

当社は、30年と実績
ある足場施工、クレ
ーン、資材リースを
行っております。

春から秋は環境整備　
冬には除雪排雪を行
っています。

五十嵐晴美さん

㈲リベラル
（保険代理業）
事業主　阿部　悦子
〒997-0801
山形県鶴岡市東原町18-7
TEL 0235-29-7505

私たちはお客様に合
った保険を親身にな
って案内いたします。

出羽商工会 新会員のご紹介
平成28年₄月19日現在

西部センター長（西部センター 大山支所）
渡部　正勝
Masakatu Watanabe
昭和29年11月生まれ いて座 AＢ型
趣　　味　スキー

経営支援員（南部センター 温海支所）
石塚　秋恵
Akie Ishizuka
平成₄年11月生まれ いて座 A型
趣　　味　映画鑑賞、猫と遊ぶ
　　　　　ラーメン屋めぐり

経営指導員（西部センター 本所）
長南　美香
Mika Chonan
昭和47年8月生まれ しし座 Ｏ型
趣　　味　SMAP　　　　

嘱託職員（西部センター 本所）
佐藤　佳
Kei Sato
昭和41年12月生まれ いて座 Ｏ型
趣　　味　映画鑑賞・ダイビング

商工貯蓄共済はこんなに役立っています！

●お問合せ
　出羽商工会東部センター櫛引支所
　TEL 0235-57-2833
　経営支援員
　滝　千恵　Chie Taki

出羽商工会 新しい職員のご紹介

小さな掛金（一口２,5００円）で大きな保障、融資、貯蓄で役立ちます。

たとえば…
　45歳男性が₂口加入
　毎月の掛金から年間保険料
　　10,098円×₂口分引かれ…
　死亡保障400万
　満期金は366,444円

19歳で大学進学予定の女の子
　₉歳で₂口加入
　毎月の掛金から
　年間保険料1,440円×₂口分引かれ…
　死亡保障は400万
　19歳で受け取る満期金 539,796円!!
詳細は出羽商工会までお問い合わせください。

一日金融公庫ｉｎ出羽商工会のご案内

●お問合せ
　出羽商工会本所
　TEL 0235-64-2130
　経営指導員
　孫谷志保　Shiho Magoyaお申込み先　　出羽商工会　本所　☎64－2130　又は各支所まで

日　　　時 場　　　所
７月12日（火）　午前10時～12時 出羽商工会　本所
７月14日（木）　午後１時30分～午後４時 出羽商工会　温海支所
７月15日（金）　午前10時～12時 出羽商工会　櫛引支所

　５月23日、なの花ホールにおいて平成28年度通常総代会が開催されました。
総代144名が出席し、７議案いずれも原案どおり可決承認されました。本年
も役職員一丸となって努力して参ります。皆様の積極的な参加、ご協力お願
い申し上げます。
　総代会終了後、優良従業員表彰式が開催され、会員企業に永年勤続された
優良従業員26名が表彰されました。また昨年度末で退職した職員に県連会長
より感謝状が贈呈されました。

株式会社三洋
齋藤孝好さんが代表して表彰されました。

　会員のみなさまの事業の安定経営と発展にお役立ていただくため、日本政策金融
公庫と連携し、下記日程で『一日金融公庫』を開催いたします。是非この機会にご
相談、ご活用いただきますよう、ご案内いたします。
　個別相談となっておりますので、出羽商工会本所、各支所までお早めにお申し込
みください。

　事業の運転資金としてだけでなく、ご家族、特にお子様の10年後の満期を見据
えたご加入で、大学進学の資金などにあてる方も多くいらっしゃいます。
若ければ若いほど満期金として返ってくる額が上がるのも特徴です。

平成２８年度通常総代会盛会に終了しました。


